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例会発表要旨 第153回1997.9.20 『デザイン理論』37/1998

ク リス タ ル パ レ ス の 色 彩 計 画

オ ー エ ン ・ジ ョー ンズ と ジ ョー ジ ・フ ィー ル ド

緒方 康二/夙 川学院短期大学

1.は じめ に

ク リスタルパ レスは,ロ ン ドンで開催 され

た第1回 万国博覧会 のパ ビリオ ンと して有名

で ある。造園家パ クス トンによって設計 され,

当時 のイギ リスの最先端工業技術 を結集 して

建 て られた このパ ビリオ ンは,ま た鉄 とガラ

スによるプ レハ ブ建築 の先駈 けで もあった。

そのク リス タルパ レスの内装 と展示の総監督

に指名 されたのが,装 飾 の百科事典 ともいう

べき 『装飾 の文法』GrammarofOrnament

(1856)の 著 者 と して有名 な建築家オーエン・

ジョー ンズ(1809-74)で あ る。16歳 で 建築

の道 に入 り,海 外で の豊 か な知見 を もとに

1842年 に はイス ラム建築文化 の華 アルハ ンブ

ラ宮殿 の図集 を刊行 した ジョー ンズが最 も得

意 としたのは,イ ンテ リア装飾 であ った。 ク

リス タルパ レスは幅124米,長 さ563米,高 さ

33米 とい う壮大 な建造物 である。 その内装 を

手 がけるに当た って ジョー ンズは,次 のよう

な色彩計画 を立 案 した。

建物 をよ り長 く,よ り高 く,よ り堅固 な も

のに見 せ,同 時に展示物 との調和 も図 れるよ

う,構 造体 を次のよ うな方針 で塗 り分 ける。

すなわち,

1.鋳 鉄 の梁や柱 の塗装 には,赤 。黄 ・青

および白を用い る。

2.三 原色を用い るに当た って,前 進色 の

黄 は凸部 に,後 退色 の青 は凹部 と垂 直平

面 に,中 間の赤 は水平面 に,白 は垂直面

に適 用す る。

その結 果,ク リスタルパ レスの基本構造 を

なす八 角形の鋳鉄の柱 は黄色 と青 に,X構 造

を持つ梁 は青 に,板 ガ ラスを支え る梁 の下面

は赤 に塗 り分 け られ た。 ジ ョー ンズによれば,

天 井 にある梁 の下面 は逆光で陰面 とな るた め,

塗 られた赤 は目に対す る強 さが和 らぐとと も

に,赤 の輝 きも増す という。 また展示 台 は,

上 面 のガ ラス越 しの青空や梁 の青(寒 色)と

のバ ランスを取 るため,暖 色 のク リムソ ンや

ピンクの布 で統一 されて いる。 ちなみ に外装

は白 もしくはス トー ン ・カラー(ベ ージュグ

レイ)で あ った。

2.オ ーエ ン ・ジョーンズの配色理論

そ もそ もジ ョー ンズの配色理論 はどのよ う

な内容 と理 論的背景 によ って構築 され たのか。

万国博 開催 の翌年,LecturesontheResults

oftheGreatExhibitionof1851と 題 した講

演集が発刊 されてい る。 モールバ ラ ・ハ ウス

で1852年4月21日 に行 われた講演 をま とめた

もので,ジ ョー ンズの講 演 の表 題 は"An

AttempttodefinethePrincipleswhich

shouldregulatetheEmploymentofColour

intheDecorativeArts"で あ った。 講 演集

で は短 く ℃olourintheDecorativeArts"

で あ るが,表 題 の示す通 り,こ こに ジョー ン

ズの色彩計画へ の取 り組 みが明記 されてい る。

冒頭 ジ ョー ンズは,万 国博にお けるイギ リス

産業 の美術面で の後進性を指 摘 し,特 に美術

における色彩 の重視が緊急の課題 だ と述 べて

いる。

さ らにジ ョー ンズは装飾芸 術 にお ける配 色

計 画 の指 針 と して,22項 目 か らな る命 題

Propositionsを 掲 げている。 その第1に は,

「色彩 は形の発展 を助 け,ま た物 体 やそ の部

分 を他 と区別す るために用 い られ る。」 とあ
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る。後 に ジョー ンズが 出版 した 「装飾の文法』

の巻頭 に も,37項 目 の形 と色 に関す る命題 が

掲 げ られてお り,命 題14以 下 は殆 ど ℃olour

intheDecorativeArts"と 一 致す る。

ジョー ンズの配色理論 は,彼 自身 のエ ジプ

トやギ リシャ,あ るいはイス ラム世界の装飾

に関す る幅広 い知見 とその解析か ら導かれ た

ものであ った。 また理論構築 は当時 の科学的

色彩理論 の最先端 にあ った,染 料 ・染色を専

門 とす るイギ リスの化学者 ジョージ ・フィー

ル ド(1777?-1854)の 業 績 に,大 幅 に依拠

して いる。特 に命題5(『 装 飾 の文法』 で は

命題18)の 「同 じ強 さの三原色 は,赤5,黄

3,青8一 総数16一 で 互いに中和 し(無

彩色化 され),調 和 を生 む。」 とい う考 え方 は,

フ ィール ドの定量 的色彩調 和理論 その もので

ある。

3.ジ ョー ジ ・フィール ドの色 彩学

フ ィー ル ドの最 も早 い色 彩関 連 の著 作 は

Chromaticsor,anessayontheanalogy

andharmonyofcolours(1817)で あ る。

ここで展開 され るフ ィール ド色彩学 は 「明 ・

暗 と色 に関す る科学」 と定義 され,明 ・暗の

両極 に白 ・黒 が 置か れ る。 これ は 「色 は白

(明)・ 黒(暗)の 間に生 じる」というギ リシャ

的色彩観 の継承 といえよ う。次 に白 。黒 の間

に黄 ・赤 ・青 の三原色が置 かれ,そ の混色 に

よ って二次色(橙 ・緑 ・紫)お よびその混 合

による三次色 が派生す る。今 日の減法混色 の

原理 による色 の体系化 である。

フィール ドは三原色 の混合結果が無彩色 と

な ること,ま た配色 に三原色 が必ず含 まれ る

ことに色 の調和 関係 の拠 り所 を求 めていた。

さ らに フィール ドは,三 原色 の青 ・赤 ・黄 を

音階のC・E・G(ド ・ ミ・ソ)の 和音 と対

応 させ,三 原 色 と調和 あ る配色 関係 との対応

を図 ってい る。

ギリシャ的色彩観 ・減法混色の三原色 ・音

楽とのアナロジーによる色彩調和という多義

的なフィールドの色彩理論 はこののち,1835

年の著作Chromatographyに よって混色 と

調和理論に整理され,以 後19世 紀を通 じて多

くの支持者を得ることとなった。その要点 は,

①三原色 とその混色関係を色相環的に図表化

し,② その図表上で暖色 ・寒色,前 進色 ・後

退色を明示 し,③ さらに配色における三原色

の調和関係を,赤:5,黄:3,青:8に 定

量化 したことにある。配色ではこれ らの数値

は,そ れぞれの色面積に置き換えられる。 ま

た数値の科学的根拠を,独 自の減法混色実験

装置Metrochromeに よって求めている。 そ

の結果,フ ィール ドの色彩調和のダイヤグラ

ムは明快なものとなり,そ の定量的色彩調和

理論 は世紀末の欧米,さ らには明治初期の日

本にまで,そ の広がりをみせたのである。ジョー

ンズのクリスタルパ レスにおける色彩計画は,

フィール ド色彩学の実現であった。

4.お わ りに

ジ ョー ンズによ るク リス タルパ レスの配色

計画へ の評価 は,一 様 ではなか った。 しか し

この事例 は,色 彩科学 の黎 明期 における数少

ない色彩調和理論 の壮大 な実践例 として,ク

リスタルパ レスとともに特 筆 され るべきであ

ろ う。
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